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32期（2013年3月期） 連結業績
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30期 31期 32期 増減率

売上高 31,282 31,379 31,264 △0.4%

営業利益 1,736 1,449 1,423 △1.8%

経常利益 1,576 1,324 1,306 △1.4%

当期
純利益

626 687 356 △48.2%

 売上高、営業利益は前期並み

 為替円高により約8億円減収

 子会社ののれん減損で当期純利益

は大幅減益

前期比ポイント

単位：百万円
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32期 連結営業利益 増減要因 （前期比）

14 14

原価低減

＋9
円高

-6
販管費増

-4 在庫変動

＋1

31期 32期

期中平均レート（1－12月、単位：円）

31期 32期 円高率

USD 79.84 79.82 0.0%

EUR 111.14 102.65 7.6%

GBP 128.08 126.51 1.2%

DKK 14.91 13.79 7.5%

AUD 82.46 82.68 △0.3%

THB - 2.57 -

単位：億円
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単位：百万円

31期 32期 増減率

金額 構成比 金額 構成比 邦貨 原通貨

プリンター 13,324 42.4% 13,453 43.0% 1.0% 3.5%

プロッタ 1,125 3.6% 1,148 3.7% 2.0% 3.6%

工作機器 2,507 8.0% 2,478 7.9% △1.2% 1.2%

サプライ 10,313 32.9% 10,570 33.8% 2.5% 5.2%

その他 4,108 13.1% 3,613 11.6% △12.0% △10.5%

合計 31,379 100.0% 31,264 100.0% △0.4% 2.0%

32期 連結品目別売上高
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品目別売上高構成比

売上高

312億円

 プリンター：前期の新製品

効果が継続

 工作機器：前期のデンタル

加工機立上げ反動で減収

 その他：主に南欧・アジア

向けが低調で減収

前期比ポイント

単位：百万円
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単位：百万円

31期 32期 増減率

金額 構成比 金額 構成比 邦貨 原通貨

日本 4,069 13.0% 4,232 13.5% 4.0% -

北米 7,667 24.4% 8,408 26.9% 9.7% 9.7%

欧州 10,836 34.5% 10,311 33.0% △4.8% 2.1%

アジア 3,318 10.6% 2,694 8.6% △18.8% -

その他 5,487 17.5% 5,617 18.0% 2.4% -

合計 31,379 100.0% 31,264 100.0% △0.4% 2.0%

32期 連結地域別売上高
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日本
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18.0%

地域別売上高構成比

売上高

312億円

 欧州：円高影響除くと

実質増収

 アジア：韓国販売体制

の見直しと中国の競争

激化が影響

 その他：ブラジルの選

挙需要取り込み

前年同期比ポイント

単位：百万円
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32期新製品 プロ機種をはじめラインナップ充実

プロ用プリンター フラッグシップモデル

パーソナル市場向け カッティングマシン水性／低溶剤プリンター エントリーモデル

従来機種XR-640

グレー色の再現性や、高画質などが高評価で
プロユーザーの買い替え需要を促進
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第33期（2014年3月期）
通期 連結業績 予想
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 為替円安へ移行 為替前提 米ドル：￥90、ユーロ：￥120

• 円安による押上効果は売上高35億円、営業利益26億円（前期比）

• 円安効果を除くと売上高は、実質12％成長

• 円安効果を営業政策へ活用

 新規連結子会社（ブラジル・中国・韓国 いずれも販売子会社）

• ブラジルの連結化で10億円の増収要因

• 中国・韓国子会社は営業初年度で費用先行

 構造改革施策の継続

• 中期経営計画に沿った施策の実行

33期の前提要件

33期（2014年3月期）の前提
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33期通期 連結業績予想
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31期 32期 33期予想 増減率

売上高 31,379 31,264 38,590 23.4%

営業利益 1,449 1,423 3,780 165.4%

経常利益 1,324 1,306 3,650 179.3%

当期純利益 687 356 2,160 505.9%

単位：百万円
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33期通期 連結営業利益
増減要因 （前期比）

期中平均レート（1－12月、単位：円）

32期 33期想定 円安率

THB 2.57 3.05 18.7%

CNY - 14.50 -

KRW - 0.08 -

BRL - 45.00 -

単位：億円

14 37

売上増
+14

為替円安

＋26
販管費増

-18
原価低減

＋1

32期 33期予想

期中平均レート（1－12月、単位：円）

32期 33期想定 円安率

USD 79.82 90.00 12.8%

EUR 102.65 120.00 16.9%

GBP 126.51 140.00 10.7%

DKK 13.79 16.10 16.8%

AUD 82.68 95.00 14.9%
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33期通期 連結品目別売上高予想
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品目別売上高構成比（予想）

売上高

385億円

 プリンター：プロ向けの

新製品が貢献

 工作機器：主にデンタル

加工機が伸長

 サプライ：プリンターと

同様に伸長

前期比コメント32期 33期予想 増減率

金額 構成比 金額 構成比 邦貨 原通貨

プリンター 13,453 43.0% 17,010 44.1% 26.4% 14.9%

プロッタ 1,148 3.7% 1,390 3.6% 21.0% 9.9%

工作機器 2,478 7.9% 3,220 8.4% 29.9% 19.2%

サプライ 10,570 33.8% 13,060 33.8% 23.6% 11.7%

その他 3,613 11.6% 3,890 10.1% 7.6% △1.0％

合計 31,264 100.0% 38,590 100.0% 23.4% 12.2%

単位：百万円

単位：百万円
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単位：百万円

32期 33期予想 増減率

金額 構成比 金額 構成比 邦貨 原通貨

日本 4,232 13.5% 4,470 11.6% 5.6% -

北米 8,408 26.9% 10,320 26.8% 22.7% 9.3%

欧州 10,311 33.0% 12,670 32.8% 22.9% 5.4%

アジア 2,694 8.6% 3,520 9.1% 30.7% -

その他 5,617 18.0% 7,610 19.7% 35.5% -

合計 31,264 100.0% 38,590 100.0% 23.4% 12.2%

33期通期 連結地域別売上高予想
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地域別売上高構成比（予想）

売上高

385億円

 北米：好調を持続

 欧州：底堅い販売継続

 アジア：中国・韓国は

高付加価値市場の開

拓へ特化

 その他：ブラジル連結

効果と中南米が増加

前期比コメント

単位：百万円
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株主還元

2Q末

20円 15円 15円 15円
20円

期末

10円 15円 15円 15円

20円

29期 30期 31期 32期予定33期予定

38.2%

72.1%

36.5%

52.3%

138.2%

33.0%

• 32期（2013年3月期）
1株配当金 30円 を予定

• 33期（2014年3月期）
同 40円を予定

配当方針
2014年3月期より、安定配当に加え 連

結利益の配当性向20% を目標

1株配当金 配当性向（青：単体、赤：連結）



ローランド ディー. ジー.株式会社
中期経営計画 （２０１３～２０１５年度）

２０１３年５月１５日
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振り返り カテゴリ別業績推移

億円

先進国経済の伸長やサイン市場の成長を背景に欧米のプリンター売上が成長牽引
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振り返り カテゴリ別業績推移

億円

米ドル

ユーロ

米ドル
125円

ユーロ
118円

ユーロ
161円

米ドル
117円

ユーロ
103円

米ドル
80円

リーマンショック

円高やサイン市場の成熟により欧米のプリンター売上が減少し停滞

（2013年3月期）（2003年3月期）
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経営環境変化

PCの普及デジタル化

先進国牽引

BRICs

VISTA

・・・

世界経済

ネットワーク SNS

端末 スマホ iPad

クラウド

グローバル化

デジタル技術
の応用

サイン事業

ものづくり多様性
2013現在

2008
リーマンショック

市場成熟
顧客価値低下

新興国市場勃興

中期経営計画

GlobalOne
新たな成長への
経営基盤構築

多様な環境変化のなかで新たな成長に向けたグループ構造改革を開始
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サイン

３Ｄものづくり

メディカル

事業領域の拡大

Industry

Personal

B to B

B to I

B to P

デジタル
プリンティング

産業
GlobalOne
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中期経営計画 基本方針および重点施策

GlobalOne 構造改革を推進し、

新たな成長への経営基盤を構築する

１． 新たな成長機会の創出

２． 「安心・信頼」ブランド基盤の強化

３． 多様性のマネジメント
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ＧＥＣ

合弁会社（ＪＶ）方式

市場 ： グループ販売会社

日本 日本

セールス・マーケティング

戦略管理

ＧＥＣによる販社のつながり 市場と開発・製造の一体化

日本製品とローカルNo.1販社
によってサイン市場を開拓

グローバル市場の情報を共有し、
グループの知見を合わせて、
No.1ブランドを確立

開発・製造

グループ構造の変遷

GlobalOne

２０１２年１１月
GlobalOneの土台となるグループの組織再編を実施

開発・製造開発・製造

営業機能とものづくり機能を一体
化し、変化に柔軟なグループへ
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１． 新たな成長機会の創出

コア技術の拡充、強化

• 成長分野に経営資源を重点配分する

開発のスピードアップ

技術と事業戦略の立案管理

グローバルマーケティング強化

独自性の高いデジタル
ソリューション開発

開発・製造

セールス・マーケティング

• デジタルプリンティング
• メディカル
• 3Dものづくり

• 市場と開発の活動を一体化し、
強みが活きる市場の創出、育成
により成長性、収益性を向上する

成長性の高い市場、
強みが活きる分野の発掘

GlobalOne

【中計３カ年の重点投資】

• インクジェット周辺技術の開発

• デンタル事業に向けた技術開発

• ３Ｄビジネスモデル等の研究

• 現地開発体制構築
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素材

生産性

使用環境

コスト
工業

用途

地域性

立体

規模

業界

１．新たな成長機会 ① デジタルプリンティング

• 多様なニーズに応えるため、
ＩＪの技術バリエーションを強化し

適ソリューションに仕立てる

• グローバルマーケティングを
強化し、ニーズと技術を結び
付けて高付加価値市場を創出
する

印刷ニーズの多様化に向けたインクジェットおよび周辺技術の開発

サインで培ったＩＪ技術と
アプリケーション開発

インクジェット
技術

周辺技術

インク

アプリケーション

ソフトウェア

光・化学・通信

光・化学・通信技術
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１．新たな成長機会 ② メディカル

・ 販社、代理店と連携
・ 地域ニーズ対応

歯科医院への拡大

デンタル分野での顧客層の拡大と新興国展開の加速

小規模技工所や歯科医院への
普及に向け、誰にでも扱いやすい
デジタル切削ツールを開発

・デスクトップ
・ユーザーフレンドリー
・オープンシステム
・教育トレーニングシステム

・ 業界のデジタル化
・ 義歯素材の変化により

鋳造から切削へ製作工程が変化

デンタル業界の変化

2011年
ＤＷＸ５０

2010年
ＤＷＸ３０

新興国市場開拓

歯科技工所開拓 独自の
ソリューション強化

2012年

・ 製品ラインナップ拡充
・ 顧客サポートの充実
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１．新たな成長機会 ③ ３Ｄものづくり

The means for almost anyone to make almost anything…Professor Neil Gershenfeld （MIT）
ほぼ誰もが、ほぼ何でも作ることができる（ものづくり革命の精神）

クリエイティブセンター

アカデミーケア
ＸＹＺ

制御技術

カッター

End mill
カメラ

ＩＪヘッド

Stylus

レーザー

プロジェクター

新たな３Ｄものづくり分野でのビジネスモデル開発
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２．「安心・信頼」ブランド基盤の強化

ＩＲ/ＰＲの積極展開

安心・信頼の顧客サポート

安心、イノベーティブ、デザイン性の
高いユニークな製品の継続的提供

• 顧客の広がりを踏まえ、ＩＲ/ＰＲを積極
展開し、ブランド価値を高める

• 高品質、ユニークでイノベーティブな
製品サービスを継続的に提供する

• 独自の顧客サポートシステムを整え
ビジネスモデル化する

開発・製造

セールス・マーケティング

GlobalOne

• クリエイティブセンター整備

• ＩＲ/ＰＲ活動強化

【中計３カ年の重点投資】
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ローランドDG ケア

DG クリエイティブセンター

用途、ビジネス提案

教育、トレーニング

サポートシステム

ローランドDG アカデミー

“製品”と“サービス”のソリューションでお客様をサポート

「安心・信頼」への取り組み
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新設クリエイティブセンター

Shanghai, China

Sao Paulo, Brasil

Tokyo, Japan
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３．多様性のマネジメント

米州アジア
パシフィック

欧州

日本
工場

タイ
工場

台湾
開発

顧客に適した製品提供

グローバルＳＣＭ、シェアードサービス
グループ人材マネジメント

３極体制で地域全体をマネジメント
• ３極体制での市場マネジメントにより、

グループ販社のノウハウを活かして、
新興国市場の開拓を加速する

• シェアードサービスやＩＴ基盤の整備により、
ＳＣＭ効率化、グループ全体のコストを

適化する

• グローバルものづくり体制で、為替変動
への対応力を強め、ニーズやコストなど
地域特性に適した製品を提供する

開発・製造

セールス・マーケティング

GlobalOne

• 新興国販路開拓

• 先進国チャネル再編

• 海外生産設備投資

• ＩＴ基盤、ＳＣＭ強化

【中計３カ年の重点投資】
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グローバルものづくり

• 基幹技術
• 製品開発
• 多品種少量生産
• 生産技術開発

• 少品種中量生産
• 部品調達
• コスト競争力向上

日本 製造 Ｒ＆Ｄタイ 製品生産

アジアのものづくりのダイナミズムを取り込み、競争力ある製品を提供する

台湾
Ｒ＆Ｄ エンジニアリング

• 新興国向け開発
• 製品受託開発
• 工業用プリンター開発
• インクジェット周辺技術開発
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連結業績目標および数値計画

（億円）

■ 数値計画
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32期
（2013年3月期）

33期
（2014年3月期）

34期
（2015年3月期）

35期
（2016年3月期）

売上高

営業利益

営業利益率

年間売上高成長率１０％以上、営業利益率１０％以上を目標

実績 中計 数値計画
３２期

（２０１３年３月期）
３３期

（２０１４年３月期）
３４期

（２０１５年３月期）
３５期

（２０１６年３月期）

売上高 ３１２億円 ３８５億円 ４００億円 ４５０億円
営業利益 １４億円 ３７億円 ３０億円 ４５億円
営業利益率 ４% ９% ７% １０%

主な為替レート
１米ドル ８０円 ９０円 ９０円 ９０円
１ユーロ １０３円 １２０円 １２０円 １２０円
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本資料に記載されている当社の業績見通し、計画、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、
将来の業績に関係する見通しです。これらは現時点（2013年5月15日現在）で入手可能な情報
に基づき当社の経営者が判断したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績
は、これら見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。従いまして、これらの業績見通し
のみに依拠して投資判断を下すことはお控えくださいますようお願いいたします。




